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《
藤
田
議
員
》

①
青
森
県
で
は
漁
業
と
洋

上
風
力
発
電
の
共
生
・
共

存
が
喫
緊
の
課
題
で
は
な

い
か
。

《
町
長
》

　
洋
上
風
力
の
建
設
が
漁
業

者
の
利
益
に
な
り
得
る
か
ど

う
な
の
か
、
地
元
の
漁
業
者

や
地
域
住
民
に
説
明
で
き
な

け
れ
ば
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

事
業
者
が
、
今
後
の
漁
業
ビ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
し
っ
か

り
と
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
、

漁
業
と
洋
上
風
力
発
電
の
共

生
、
共
存
の
入
り
口
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

《
藤
田
議
員
》

②
今
、
計
画
さ
れ
て
い
る
洋

上
風
力
の
本
県
日
本
海
沖
及

び
県
内
の
現
状
は
。 

《
町
長
》

　

日
本
海
沖
で
は
、(

仮
称)

つ
が
る
西
洋
上
風
力
発
電
事

業
、
つ
が
る
洋
上
発
電
事

業
、
（
仮
称
）
青
森
西
北
沖

洋
上
風
力
発
電
事
業
の
３
件
。

陸
奥
湾
で
は
、（
仮
称
）
陸

奥
湾
洋
上
風
力
発
電
事
業
、

（
仮
称)

横
浜
町
洋
上
風
力

発
電
事
業
の
２
件
。
太
平
洋

沖
で
は
、
む
つ
小
川
原
港
洋

上
風
力
発
電
事
業
１
件
の
合

わ
せ
て
計
６
件
と
な
っ
て
い

る
。

《
藤
田
議
員
》

③
洋
上
風
力
発
電
に
対
す
る

漁
業
者
の
意
向
と
、
漁
業
者

と
発
電
事
業
者
と
の
関
わ
り

を
調
整
す
る
主
体
は
、
県
で

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

《
町
長
》

　
漁
業
者
の
意
向
に
つ
い
て

は
、
環
境
省
か
ら
の
受
託
で

弘
前
大
学
地
域
戦
略
研
究
所

が
漁
業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
結
果
、
県
全

体
で
「
受
入
れ
反
対
」
が
約

藤田一則議員

15
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
条
件
に

よ
っ
て
は
受
け
入
れ
る
」
が

約
60
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
受
入

れ
賛
成
」
が
約
10
パ
ー
セ
ン

ト
、
「
分
か
ら
な
い
」
が
約

15
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。

　
反
対
理
由
の
中
で
、
漁
業

者
が
懸
念
し
て
い
る
事
項
は
、

「
漁
場
の
消
滅
」
「
操
業
の

邪
魔
」
「
潮
の
変
化
や
返
し

波
」
「
海
底
地
形
の
変
化
」

「
風
車
の
破
損
や
オ
イ
ル
漏

れ
」
「
設
置
工
事
時
の
海
中

の
騒
音
」
「
運
転
時
の
海
中

の
騒
音
」
「
事
業
後
の
風
車

の
放
置
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

漁
業
者
と
事
業
者
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
、
誰
が
調
整
す

る
主
体
と
な
る
べ
き
か
、
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
の
が
現

実
で
あ
る
。
県
で
は
、
海
洋

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
整

備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
案
の
中
で
、

国
が
協
議
会
を
設
置
す
る
と

規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
該
協
議
会
が
主
体
と
な
っ

て
調
整
が
さ
れ
る
も
の
と
理

解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

海
洋
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
の
整
備
に
係
る

海
域
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律

案
に
つ
い
て

《
藤
田
議
員
》

　
当
町
も
含
め
た
漁
業
、
地

域
振
興
策
に
つ
な
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

《
町
長
》

　
当
該
法
律
案
は
、
長
期
に

渡
り
海
域
を
占
用
す
る
海
洋

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の

利
用
促
進
の
た
め
、
基
本
方

針
の
策
定
、
促
進
区
域
の
指

定
、
当
該
区
域
内
の
海
域
の

占
用
等
に
係
る
計
画
の
認
定

制
度
を
創
設
す
る
た
め
の
法

律
案
で
あ
る
が
、
第
１
９
６

回
国
会
の
閉
会
に
伴
い
、
審

議
未
了
の
ま
ま
廃
案
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
促
進
は
、
我
が
国

周
辺
の
広
大
な
海
域
の
開

発
・
利
用
の
観
点
か
ら
海
洋

政
策
上
の
重
要
課
題
と
し
て

海
洋
基
本
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
る
一
方
、
一
般
海
域
へ

の
洋
上
風
力
導
入
の
課
題
と

し
て
は
、
「
一
般
海
域
の
長

期
の
占
用
を
実
現
す
る
た
め

の
統
一
的
ル
ー
ル
が
存
在
し

な
い
」
「
海
運
や
漁
業
等
で

海
域
を
利
用
す
る
地
域
の
先

行
利
用
者
と
の
調
整
に
係
る

枠
組
み
が
存
在
し
な
い
こ

漁業と洋上風力発電の共存・共栄について
答弁：事業の実施には国内事業者との提携、漁業者の同意、地域の協力など課題であ
　　　る。国が推進したいのが原発なのか再生エネルギーなのかが定まらないことが
　　　洋上風力における法制整備等が進まない要因の１つと推察している。
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と
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
課
題
と
向
き
合
い

な
が
ら
、
当
町
の
漁
業
・
地

域
振
興
策
と
の
関
係
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
藤
田
議
員
》

②
七
里
長
浜
港
の
利
用
に
つ

な
が
ら
な
い
の
か
。

《
町
長
》

　
日
本
海
沿
岸
北
部
に
お
け

る
洋
上
風
力
発
電
関
連
産
業

の
振
興
と
秋
田
県
北
地
域
の

活
性
化
を
図
る
取
組
の
一
環

と
し
て
、
秋
田
県
能
代
市
が

中
心
と
な
り
、
（
仮
称
）
能

代
港
洋
上
風
力
発
電
拠
点
化

期
成
同
盟
会
を
設
立
し
た
。

七
里
長
浜
港
を
拠
点
に
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
津
軽
地
域

総
合
開
発
の
拠
点
と
し
て
整

備
し
た
同
湾
の
役
割
が
大
き

く
変
更
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
・
県
、
関
係
機
関
と
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
関
係
者
の

集
ま
る
場
に
お
い
て
発
言
し

て
い
き
た
い
。

洋上風況観測と発電システムの実証研究
（北九州市沖）
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